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Ⅰ資料の活用にあたって 

 

１ 県民に身近な人権課題のうち、「女性と人権（男女平等）」にかかわって作成した資料集です。こ

の資料集は、すべての学校で活用できる教育実践の資料集として作成しました。 
 
２ 構成として、ステージ１・ステージ２・ステージ３の３部構成になっています。児童生徒の実態

にあわせてご活用ください。 
 
３ 各ステージの学年については、下記をイメージしています。 

○ステージ１ 幼児期～小学校低学年 
○ステージ２ 小学校高学年 
○ステージ３ 中学校～高等学校 

 
４ 各ステージにおいて、学習をとおして児童生徒が身に付けたい力として、以下のようにイメージ

しています。 
（１）幼児期～小学校低学年 

かけがえのない自分を知ることをテーマとし、「自己の性の認識」「多様性の受容」「性差

による決めつけをしない態度」「ジェンダーに気づく力」をあげています。 
（２） 小学校高学年 

コミュニケーションの力をつけ、自尊感情を高めることをテーマとし、「ジェンダーの矛

盾に気づき、とらわれない力」「性差にとらわれずに進路を選択できる力」「自己の性への

肯定感を高めること」をあげています。 
（３）中学校～高等学校 

社会の課題を自己の課題ととらえ解決できる力をつけることをテーマとし、「生き方やラ

イフスタイルを考える」「個々の気づきや学びを共有し、認めあう集団をつくる力」「社会

のジェンダーにとらわれた意識に働きかける力」「現代社会の問題点を明らかにし、課題

解決をめざす力」をあげています。 
 

児童生徒や、学校の教員、そして地域や保護者の現状と意識を、調査等によってつかみ、学習を

通して、様々な実践者との出会い、自分自身をみつめるなかで、児童生徒の持てる力を確かなもの

にしていきましょう。ジェンダーにとらわれた考えや意識によってではなく「自分は自分というこ

とを大切にして生きる力」をつけましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ジェンダー」って何？ 
「ジェンダー」という用語は、1995 年の第 4 回世界女性会議で採択された北京宣言及び行動綱

領において、生物学的な性別を示す「セックス」に対して、社会的、文化的に形成された性別を

示す概念として使用されています。 
 男女共同参画社会基本法においては「ジェンダー」という用語は使用していませんが、男女共

同参画基本計画においては、「社会的・文化的に形成された性別（ジェンダー）」と規定し、これ

に敏感な視点などの形で使用しています。（内閣府男女共同参画局ホームページ http://www.gender.go.jp/）  



５ この資料集は、すべての学校の各段階における学習指導要領のもとで展開することができる学習

事例として作成しています。 
  児童生徒の実態や題材、学習のねらいなどに応じて、各教科・各領域における学習に位置付けて

ご活用ください。 
 
６ 実践する際には、児童生徒の実態をふまえ、各学校の課題や学習時間に応じて、アレンジしてご

活用ください。 
 
７ 「女性と人権（男女平等）」にかかわる学習を進めるために、次の点を押さえて児童生徒に指導

することが必要です。 
 （１）「女性」にかかわる人権課題の学習は、画一的・機械的に男女の違いをなくし、人間の中性

化をめざす学習ではないことをふまえておくこと。 
（２） 学習をとおして、社会の中に存在する、「女だから」「男だから」という、「一面的な見方に

影響された固定的な考え」に気付ける力を育成すること。 
（３） お互いを尊重しながら、より良い社会を築くパートナーとして尊重できる児童生徒を育成す

るという、明確な目的をもって進めること。 
（４） 性差にとらわれることなく、一人一人の個性や適性、興味関心に応じて、職業選択ができ、

自らのライフスタイルを描くことができるように、「生き方」を学ぶ学習とすること。 
（５） 現代社会の中に存在する、「女だから」「男だから」という、「一面的な見方に影響された固

定的な考え」を取り除いていくために、自分たちに何ができるのか、何をしなければならな

いのかといった解決に向けての方向性を学ぶことができるようにすること。 
 

Ⅱ 男女平等を基本とした教育について 

   男女平等を基本とした教育を進めるにあたっては、｢学習内容｣だけではなく、｢学習方法｣｢学

級・学校環境｣にも配慮する必要があります。学級・学校の仕事の役割分担や、｢女子は○○、男

子は○○｣といった教師の日常の言葉などが繰り返されることによって、ジェンダーが再生産さ

れるとも考えられます。 

 

 学級・学校環境を考えよう 

   学習活動のなかで、司会役や、まとめの発表をする係が男子に偏りがちではありませんか？女

子にも男子にも発言する場を多く設定することにより、児童生徒一人一人が自分の意見を持ち、

積極的に表現することの大切さを学びます。 

 

 学習の方法やポイントを考えよう 

   例えば、女子の持ち物の色は赤、男子の持ち物の色は青といった固定的な状況をとらえ、意識

を変革する学習が行われることがあります。色に対する個人の指向性を学習の中心におくと、｢女

の子色・男の子色｣ではなく、｢自分の好きな色｣として表現することで、自分の好きな色の発見

や再認識につながる学習となります。このような学習の方法やポイントの置き方により、｢他者

の指向性の尊重｣にもつながります。女性と男性がお互いを尊重する学習内容が子どもたちに伝

わるように配慮しましょう。 



学習内容を考えよう 

   「女子は○○である、男子は○○である」といった、性差を固定的にとらえたものを、｢女子

も男子も可能性がある存在である｣といった内容に捉えなおすことが大切ではないでしょうか。

そして、自分の意見が言え、他者の意見も尊重できるようになろうとする学習、性別によって役

割が固定的ではないか、協力し合える関係とはどういったものかを考えることのできる学習、さ

らには、将来の自分の道を切り拓くことのできるような知識と方法を学ぶ学習が大切です。 

 

Ⅲ 指導案の構成について 

本資料集の指導案は、次の凡例に沿ってご覧ください。 

各項は 

１ ねらい 

２ 授業のながれ 

３ 時間設定 

４ 準備するもの 

５ 指導上の留意点 

の順に配列しています。 

 
 

指導のながれ 
 質問は             で表します。 
 授業のながれの中で、特に今後の展開につなげる主

要な発問には あ  み  か  け  をしていま

す。予想される生徒の反応は右に列記していますが、

特に「指導のねらい」とかさなり、生徒の解決の力に

つながると思える反応を 
で表します。 

予想される生徒の反応 

・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 
 
 
 

 
 
・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・ 
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